
海辺の環境の悪化

人為的影響の増大

創造・再生すべき
姿の明確化と共有

海辺への人為的影響
が避けられない以上、
目指すべき海辺の姿
の実現のためには
日常的に人の手を加
えていかなければなら

ない

防護・環境・
利用の調和した
海辺づくり。
自然再生型
公共事業

課題その１

課題その２ 課題その４

何を創造・
再生するか
に合意がない

資料３
研究の背景防護など機能

中心の海辺づ
くり

被害の軽減に
効果を上げてきた

課題その３

目指すべき
姿を実現する
ための具体
的手法の
提案

海辺の姿の
創造・再生
が必要

工学的技術
の向上

人と海辺の関わり
の再構築

（新たな海辺の文化
の創造）

行政だけで
はできない

海辺は国民
の財産

多様な主体の協働
のための

システムづくり

研究会の目的
①社会が目指すべき海辺の姿の明確化
②人と海辺の関わりの再構築
　（海辺の文化の創造）
③目指すべき姿を実現するための具体的
　手法の提案

④多様な主体の協働のためのシステムづくり

権利としての
社会参加

原生状態に戻
すのではなく人
工的な景観の
創成が必要 数々の成功

例と失敗例

人と自然の共生した
新たな海辺の文化の創造

多様な主体の協働による
目指すべき海辺（里浜）の実現


